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米国歴史学会（American Historical Association）を選定した。約 40 州、100 以上の大学に所属す
る 164 人の大学教員が集い、このプロセスに取り組んだ。米国歴史学会での成功を受けて、ル























































































































































































































































































































































 学位資格プロフィールに係る第一の取組は、ユタ州立大学の８学部 49 学科・プログラムを対象と
するものであった。学内の学問分野の組織（学科）の内、チューニングに参加している組織の割合
は僅かである。一方、多くの学部・学科（全てではないが）が一般教育課程に科目を提供している。
全学的な会合では、一般教育課程について、次の三つの観点から吟味した。 
(1) 運営委員会より、学部・学科に対して、それぞれの学問分野を専攻しようとしている学生の「入
り口」について、学生が上級の科目を履修し始める前に、どの水準の理解と能力を身に付けて
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いることを期待しているかを問うた。 
(2) 運営委員会より、学部・学科に対して、一般教育の「作り手（生産者・供給者）」と「受け手（消
費者・需要者）」としての自らの役割について問うた。すなわち、全学の学生の教育に対してど
のような科目を提供しており、それらの科目ではどのような学習成果を習得させているのか。
さらに、他学科が提供する一般教育科目で、自らの学問分野を専攻する学生に履修することを
推奨している科目はあるか。その場合、これらの科目にどのような貢献を期待しているのか。 
(3) 各学部・学科の代表者は、学位資格プロフィールに示されている五つの能力領域を吟味し、次
の問いについて検討した。それぞれの科目において、五つの能力カテゴリのいずれに対して重
要な貢献を行っているか。さらに、五つの能力カテゴリのいずれに対して、「限定的」な貢献し
かできていないか。運営委員会は、全学の学問組織に対して、学生の視点から、大学教育につ
いて検討することを求めたのである。すなわち、学生の学位プロフィールの全体像に対して、
学問分野はいかなる貢献をしているか。そして学問分野の学習を通して、十分に育成できてい
ない領域はどこか。 
 学位資格プロフィールに係る第二の取組は、一般教育課程委員会を対象とするものであった。ま
ず、学生が多様な学問分野について探究し、広範な学びに取り組んでいる一般教育課程のマッピン
グを行った。そして「広がり（breadth）」を重視する科目、「深まり（depth）」を重視する科目に分
類して、それぞれの要件を、科目の中で扱うべき知識と能力に関する参照基準を明記したテンプレ
ートとして整理した。現在では、一般教育課程委員会が新設科目のプロポーザルを審査する際には、
これらのテンプレートを参照している。将来的には、「既存」の一般教育科目の評価を行い、要件を
満たしている科目と満たしていない科目を見極めることを目指している。 
 学位資格プロフィールに係る第三の取組は、学生を対象とするものであった。学部学生に対して、
何が変わったかを分かりやすく説明することが目指された。 
 ユタ州立大学の８学部の一つを事例として取り上げ、「入り口から出口までの道筋」を整理した。
それは、学問領域的な関心に即して科目のまとまりを定義することで、膨大な一般教育科目に
関する一貫したガイダンスを提供するものである。 
 各専攻の学生に対して、学位取得に向けてどの能力を身に付けているかを可視化するために、
学生アシスタントが、学位資格プロフィールを表示するインタラクティブな図をデザインした。 
 新入生に対しては、ユタ州立大学オリエンテーション・プログラム（名称「コネクションズ」）
の中で、一般教育と学位資格プロフィールについて紹介している。この科目では、学生が生涯
にわたって主体的に学習していくために必要な技能を強調するとともに、カリキュラムを理解
し、学位資格プロフィールに規定された能力を修得するために必要な知識を提供している。 
 ユタ州立大学では、大学教員と執行部、学生、専門委員の力量と知見をより所としながら、学位
資格プロフィールの構築に不断に取り組んでいる。それは複数の大学改革プロジェクトを統合し、
一般教育と専門教育に一貫性をもたらし、学生に対して教育の道筋を明確に示し、教育評価の重点
を個別科目から学位取得に必要な能力の修得にシフトさせるものである。 
４．学生、教員、大学、そして雇用主に対するチューニングのインパクトについて 
 チューニングは、学生、教員、大学、そして雇用主に対して、いかなる実質的なインパクトをも
たらしたのか。 
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 大学教員：予想外のことかもしれないが、大学教員は通常、チューニングで使われる用語を用い
て学問分野について語ることはない。自らの教育責任について語るとき、大学教員はその活動を「チ
ューニング」とは呼ばないし、「学習成果」「尺度」「コンピテンス」「収れん」といった用語を使う
こともない。これはチューニングの文化的複合性のためであり、「失敗」を意味しているのではない
と考えている。チューニングに参画する大学教員は、プロジェクトで使われる高度に専門的な用語
を必ずしも受け入れていないし、使い慣れてもいない。 
 しかしながら、大学教員が学習について議論するために使う言葉は伝統的なままであっても、彼
らの行動は、高等教育の在り方を再検討している状況を反映している。チューニングが体現する変
化、すなわち教員本位の教育から学生本位の学習へ、授業時間数重視からパフォーマンス重視へ、
大学の内向志向からアカウンタビリティ及び社会との関係性重視の方向性への転換を、大学教員の
教育の在り方から見て取ることができる。 
 チューニング・プロジェクトは、大学教員に自らが担当する科目を学科カリキュラム全体の中
に位置付けて相対化することを促してきた。大学教員は、担当科目が専門分野の知識体系に資
するだけでなく、学問分野の壁を超えて活用されるより一般的な学問分野の技能セットにも資
することに注意を払うようになってきた。 
 一つの科目の中で育成される技能は、教授学習における「足組(scaffold)」のようなものである。
建物を建築するために足場を組むように、学科の科目という足組は、着実に複合性を増してい
く学問分野のプロジェクトに取り組むためのサポート・システムの役割を果たす。 
 チューニングは大学教員に対して、異なる科目、新しい資源、革新的なプレゼンテーション、
伝統的な講義とは大幅に異なる多様な学習モデルを試行するように促す。チューニングは歴史
学科を教育の実験場に変えてきた。 
 チューニングを通して学科教員は、通常の大学評価、及び学問分野に疎い大学執行部からの質
問に対して、より洗練された、説得力のある方法で対応する能力を身に付けてきた。 
 最近の大学教員の公募（二領域）では、候補者がチューニングについてかなりの知識（及び好
奇心）を有し、取組の発展に寄与する意志があることを表明してきた。 
学生：ユタ州立大学では（米国の州立４年制大学の多くと同様に）、学生が学士の学位を４～６年
で修了するのが一般的である。そのため、チューニング・プロセスを経験して卒業していく学生が
表れ始めている。その中で、幾つかの傾向が明らかになってきている。 
 チューニング・プロジェクトは、多くの学生（全てではない）に対して、学位の意味するとこ
ろが、教室で何時間授業を受けたか、何科目を履修したか、何科目の単位を取得したか、どれ
だけの要件を満たしたかよりもはるかに深いということを明らかにしてきた。学生は、学びを
数量化された形で捉えるのではなく、学びを通して習得した知識、思考、コンピテンスに注目
するようになってきた。このようにして、高等教育の焦点が、「インプット」から「アウトカム」
に移行してきた。 
 学生とのやり取りを通して気付いたこととして、科目についての相談を希望する学生とのオフ
ィス・ミーティングに大きな変化が生じてきている。以前なら、低い点数をつけられた学生は、
オフィスを訪れて評価の厳しさに抗議してきた（他の大学教員にこれほど低い点数をつけられ
たことはないと主張する場合が多い）。ところが、チューニングの方法に基づいて課題を採点す
る際にルーブリック、すなわち学生の解答に対する期待を４～７の観点から記述した文書（試
験や課題を出す前に配布）を活用するようになって以来、低い点数をつけられた学生は、単に
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評価の記号や数字について抗議するのではなくなってきた。ルーブリックに基づいて、自らの
解答の強みと弱みを見極められるようになってきた。今では、オフィスを訪れて、個別の領域
について、どのように「改善」できるかを尋ねるようになってきた。そうした議論は、明確で、
有用で、愉快でもある。 
 チューニングの方法に基づくプログラムを通して、学生は自らの達成度をより明確に説明する
ための言語を習得する。大学教員が、個別科目及び専攻のカリキュラムを通して追求する能力
を明示して強調することによって、学生は自らの教育経験に意味づけをして、説得力のある形
で語れるようになるのである。チューニングは、多様な聞き手に対して、歴史学の学習を通し
て習得した知識・技能・訓練の重要性と応用可能性についてうまく説明するための糧となって
いると、学科教員は学部から大学院、民間企業ないし公共機関に進学・就職した学生から聞か
されている。 
 最後に、歴史学科の卒業生の多くが、卒業後に学科を訪れ、進学や就職する中での成功体験を
在学生に話すのを楽しみにしている。彼らは、歴史学を専攻した学生が学問分野の学びについ
てどのように説明し、多様な技能をどのように活用すればよいかについて、在学生に助言する
ことに喜びを感じている。 
大学：ユタ州立大学における最大の変化は、学科に対する大学執行部の信頼と信用が強まったこ
とに反映されている。チューニングと学位資格プロフィールの両プロジェクトを通して、大学教員
は学問分野の壁を超えて改革に取り組み、自らの学問分野の強みと弱みについて誠実に語り、全学
的なカリキュラムの体系化・組織化に貢献できることを示してきた。 
雇用主：初期の調査から、高等教育を通して学生が習得すべき最も重要な技能やコンピテンスは
何かについて、雇用主と大学教員の見解はおおむね一致していることが明らかになった。歴史学科
の卒業生を多く雇用する雇用主を対象に実施したフォーカス・グループ（グループ・インタビュー）
より、学生の成功について以下の示唆が導かれている。 
 図書館、博物館、アーカイヴスの雇用主は、歴史学科の卒業生に対して、過去の記録に精通し
ているだけでなく、歴史に対する強い情熱を有していることを示せる学生を求めている。 
 ユタ州立大学の卒業生の雇用主は、授業や研究の体験だけでなく、インターンシップ経験を非
常に重視している。 
 雇用主は、学生個人のプロジェクトだけでなく、学生の共同作業やチームワークの成果にも関
心を持っている。学生が資源を共有し、仲間と研究について相互に批判し、研究プロジェクト
で新たな問いを提案する際に、どのように共同で取り組んでいるのかを、大学教員は可視化し
なければならない。 
 最後に、雇用主はインタビューに訪れた学生の中で、歴史的事実をどれだけ記憶しているかだ
けでなく、どのような能力を獲得して活用できるかを、明確で説得力のある形で説明できる学
生を称賛する。こうした雇用主のコメントは、大学教員が学生に対して行うべき指導助言やメ
ンタリングの在り方を明確にする上で、重要な示唆を提供してくれるものであった。 
おわりに 
 米国におけるチューニングと学位資格プロフィールの取組は、2009 年以来、全米的に大きく進展
してきた。その進捗状況は、頼もしい限りであるが、いまだ多くの課題が残されているのも事実で
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ある。例えば、米国の他の地域に「我々の州では、高等教育のチューニングを完了した（has tuned）」
と語る大学教員がいることに、常々不安を感じている。英語では、過去形（tuned）は、活動が終了
したことを意味する。ユタ州では、「我々の州では、高等教育のチューニングに取り組んでいる 
（tuning）」と語るようにしている。現在分詞を使うことで、チューニングは継続的なプロセスであ
ることを示している。チューニングを通して、大学教員は不断に改革に取り組み、再点検すること
を余儀なくされるからである。 
 米国では、他の学問分野にもチューニングが拡大している。また、学位資格プロフィールを意味
のあるものに作り上げていくために、チューニングの経験を活用している。その一方で、学習、カ
リキュラム、能力に係る取組を通して、学生の債務、高等教育へのアクセス、学位取得、その他の
深刻な問題の克服に資する方法も模索している。しかしながら、改めて強調するが、学問分野を明
らかにする取組は、変動する社会と同様に、完全になったり完了したりすることはない。我々の学
問分野自体、時を経た変化の複合性を問題とすることから、歴史学者はこのことを特によく理解し
ている。チューニングとは、学問分野と社会全体のニーズの複合性に合致した、新しい 21 世紀型学
習モデルを開発していく取組の中で、我々大学教員と執行部に、自らの知識と能力を研ぎ澄まさせ
てくれる有意義なプロセスなのである。 
 
 
